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デジタル田園都市国家構想実現会議（第3回）

白浜町長　井澗　誠

地方から見たデジタル人材確保について



⑴レンタルオフィスの整備状況

⑵首都圏からのアクセス
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１　白浜町における企業誘致の現状
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5社入所（満室）
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首都圏からのアクセスが良い



⑴地方進出の理由
①地方での人材確保

・地方に住んでいる優秀な人材を確保する。
②地域課題への取組

・地方で実際に地域課題の解決に取り組む。
③ワークライフマネジメント

・モチベーションや生産性の向上を図る。
など…

⑵進出直後の課題

２　企業の地方進出と課題

企業の進出は終わりではなく始まり
P2

地元の求人方法は？

地域との交流

・地方紙折込広告案内

・教育機関の照会と連携

・地域イベントへの参加

・希望業種とマッチング

実証実験・ワーク

ショップ…etc
・紹介やアドバイス

・
和
歌
山
県

・
白
浜
町



⑴ワ—ケーション（和歌山県）

⑵地域活動（進出企業）

⑶副業人材

・ 地域イベント参加など、新たな魅力の発見

・ 都市部の副業人材をマッチングし、企業が抱え
る課題の解決

P3

・ 関係人口となることによる２拠点生活や移住、
定住、企業進出などの促進

・ プログラミング教室や講演会等を通じたデジタ
ルリテラシーの向上

・ ワークショップを通じた地域課題の抽出

３　企業誘致を発展させる取組

・ バケーションだけでなく地域とのコラボレー
ションやイノベーションの創出

地域をマネジ

メントできる力

※ハード事業がある程度進んだフェーズではソフト事業が重要となる。

（ハードがあるから企業や人材が集まるわけではない。）

※テレワークはこれまで課題解決ツールだったが、これからは価値創造ツール

として活用が期待される。



4　地方が求める人材
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【都市部】

【地域】

アーキテクト人材

マネジメント人材

各分野の人材 地域

都市部の視座

全国的な視点

地域にあった

解決策

新たな課題

地域課題

課題解決

地域貢献

・人材育成

・ワ―ケーション

・副業

・人材育成

・移住、定住



⑴短期的
①移住しやすい環境や制度の整備

・デジタル版地域おこし協力隊など地方移住を体験できる制度など
・「転職なき移住」による人口流入と交流促進

②副業、ワ—ケーションの環境整備
・副業やワ—ケーションに取り組む民間企業へのインセンティブなど

⑵中長期的
①人材育成の充実

・地域における専門教育機関学部の整備など
②教育によるリテラシーの向上

・学校や地域において総合的な教育を行い、デジタルリテラシーの底上げ

5　デジタル人材確保への期待
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デジタル人材の育成・確保を含め、構想の将来像に基づくモデル

ケースを早期に確立し、各地域の特性に合わせてアレンジしなが

ら実装されることを期待する。


